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施設長各位 

障がい者センター長各位 

東京都障害者通所活動施設職員研修会 

代表 金澤 正義（公印省略） 

 東京都障害者通所活動施設職員研修会（都通研） 

２０２６年度 第３回研修会のお知らせ 

「地域で暮らし続けるためのチーム支援～それぞれの立場から～」 

暑中お見舞い申し上げます。日頃より都通研の運営に多大なご協力を賜り、誠にありが

とうございます。 

さて、障害福祉施策の歴史を少し遡りますと、2012 年障害者自立支援法の改正に伴い、

2013 年から施行された障害者総合支援法において、計画相談については、障害福祉サービ

スを利用する全ての人に対してサービス等利用計画案の提出が義務化されました。 

相談支援事業所が増え、各区市町村にも相談支援の中核的な存在として基幹相談支援セ

ンターの設置が整いつつある現在は、一人のご利用者に対し、例えば日中は通所事業、夜

間は共同生活援助事業、休日は移動支援事業、そして、ご本人やご家庭等の状況に変化が

あった場合は相談支援事業と、各事業所の役割が明確になっております。役割が明確にな

ることは一見良いことのように思えますが、それぞれの役割のはざまや重なる部分に生じ

る問題が、ご利用者やご家族等の困り感につながるということも起きています。 

そこで本研修会では、障害があるご本人が地域生活を続けるために、チームとしての支

援を構築していくにはどのようなことが必要かをそれぞれの立場から考え、実践につなげ

ていくことを目的に企画しました。講師には東京都相談支援専門員ネットワーク代表理事

であり、ご自身も相談支援専門員のお立場である藤井亘氏をお迎えし、一日このテーマを

深めるためにお力添えをいただきます。 

始めにそれぞれ異なる支援を利用して暮らしている事例に関してご報告いただきます。

その後２コマのグループワークを行い、参加者それぞれの事業所のできることや役割、そ

して連携について考えます。最後に講師よりそれまでの実践報告やグループワークの発表

も踏まえ、相談支援専門員から見た地域生活、相談支援事業の役割や実際の支援、またチ

ーム支援への想いや期待することなどをお話しいただきます。 

自事業所の役割を知り、他の事業との隙間やそこで起こり得る困り感を明確にすること

で、地域生活支援についての認識を共有し、フォーマル・インフォーマルのサービスをど

のように利用し支援するのか、そして、チームとしてどう連携していくのかのきっかけや

ヒントを得たいと思います。障害のある方が地域で暮らし続けるために、それぞれの立場

の職員が「自分ごと」として捉え、支援の質の更なる向上を期して共に考え、学び、明日

からの実践に活かせれば幸いです。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 



 

記 

1．主催  東京都障害者通所活動施設職員研修会（都通研） 

2．日時  ２０２６年９月１４日（月） ９：３０～１６：３０ 

3．会場  国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟４０１研修室 

4．タイムテーブル（予定）※ 都合により時間・内容の一部が変更される場合があります。 

９：００ 受付開始 

９：３０ 開会挨拶 / 都通研代表挨拶 

９：４０ 実践報告『地域で暮らし続ける』 

〇一人暮らしのケース『住み慣れた地域で、自宅で暮らしたい』 

主任相談支援専門員 岩﨑 京子 氏 

〇ご自宅から入所施設へ移行されたケース 

『親が限界を迎えたとき、本人の暮らしはどうなるのか』 

しいの実社 小平 真理 氏 

〇入所施設からグループホームへ移行されたケース『未定』 

                          発表者調整中 

(休憩５分) 

１１：００ グループワークⅠ「相談支援専門員や関係機関との連携について」 

１１：４５ 昼休憩 

１２：４５ グループワークⅡ 

「地域で暮らし続けるために ～チームで支援すること～」 

１３：３０ グループワーク発表 

１４：００ (休憩１５分) 

１４：１５ グループワークおよび発表振り返り 

１４：４５ 講演「地域で暮らし続けるために～一人ひとりを支える連携のかたち～」 

藤井 亘 氏（特定非営利活動法人クローバー 理事長 

東京都相談支援専門員ネットワーク代表理事） 

１６：２５ 事務連絡 

１６：３０ 終了 

5．参加申し込み方法 

  都通研ホームページからお申し込みください（「都通研」で検索）。 

                      ホームページはこちら→ 

  定員８０名。 

   申し込み締め切り：９月７日（月） 

 （期限内でも定員に達した場合は締め切らせていただきますのでご了承ください。） 



6．参加費について 

受付完了後、事務局よりメールを送信します。内容をご確認の上、下記口座へ参加費を

お振込みください。 入金期限：９月８日（火） 

金融機関名：三菱ＵＦＪ銀行 国分寺駅前支店 

口座番号：普通 ００５０７９６ 

口座名義：東京都障害者通所活動施設職員研修会 代表 金澤正義 

• 都通研会員：３，０００円 

• 非会員  ：５，０００円 

• ご家族  ：３，０００円 

※ 恐れ入りますが、振込手数料は参加者のご負担となります。 

 

【お願い（必ずご確認ください）】   

① 参加費をお振込みの際は、「受付番号」と「参加者氏名」でお手続きをお願いいたしま

す。（例： ８００１トウキヨウタロウ） 

なお、法人のご名義など個別対応ができない場合は、お手数ですが事務局までご連絡い

ただき、振込人名義と着金予定日をお知らせくださるようお願いいたします。 

②前日及び当日のキャンセルは、ご返金いたしかねますのでご了承ください。  

③当日、参加者による講義の録音及び録画、写真撮影はお断りさせていただいておりま

す。  

④講義レジュメについて  今回の研修資料類は PDF データ形式での事前配布とし、申し

込み・ご入金確認後、申し込み時のメールアドレス宛にお送りします。お手数ですが、

ご自身で印刷等ご用意いただき当日お持ちください。若干部数は当日受付にご用意しま

す（有料）。資料が届かない場合は、開催日前の９月１１日までに事務局にお問い合わ

せください。 

［お問い合わせ］ 

東京都障害者通所活動施設職員研修会（都通研）事務局 

住所：〒185-0021 国分寺市南町２-１１-１４ トミービル３F 

電話：042-300-1366 

F A X：042-300-1367 

Email：ttken@tshien.jp 

以上 


